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議会報告会実施結果報告書 

 

開 催 日 時 令和 ４年 ６月 ２日（木） １８時３０分 ～２０時００分 

開 催 場 所 柿安シティホール 大会議室 

出 席 議 員 

班 長 渡邉清司 

司 会 伊藤真人 記録者 森下幸泰 

満仲正次 近藤浩 成田久美子 

   

参 加 人 数         １１人 

議会報告の概要 

・開会挨拶 

・各議員紹介 

・議会だより（令和４年６月１日号）の説明 

 これからどうなる桑名駅周辺 

 令和４年度当初予算について 

・質疑応答 

主な意見・要望 

・テーマ ～公共交通・道路について～ 

質疑応答、意見交換については別紙参照 

備    考 

 

 



議会報告会記録 

 

【第２班】                                                （ １／３ ） 

開 催 日 時 令和４年６月２日（木） １８時３０分 ～２０時００分 

開 催 場 所  柿安シティホール 大会議室 

参 加 人 数         １１人 

議会報告に対

する質疑応答 

質  問 回  答 

・中央通りの歩車分離式信号設置の意図は？ 歩行者の安全のためご理解いただきたいが、通行量の多い時間 

信号待ちの時間も長く、時間の調整や他の方法は 帯に時間調整をできないか等、警察に提案する。 

考えられないのか？  

  

  

・駅西区画整理事業はいつ完了するのか？ 現在の計画は令和７年３月３１日までですが、事業の進捗に 

また、この事業に国や県の補助金は入っているのか？ よっては延長の可能性もある。 

 本事業については、国や県からの補助金もいただきながら 

 進めている。 

  

・コミュニティバスの本数と停留所を増やしてほしい。 限られた予算の中で、市民生活に不便の無いように、路線の 

オンデマンド型バスにしてはどうか？ 見直しや運行の見直しを随時提案していく。 

 昨年度 AI活用型オンデマンドバス「のるーと桑名」の実証 

 実験を行っている。今後の本格運用を提案していく。 

  

・駅の自由通路にベンチが欲しい。また改札を通らないと ベンチについては中学生との意見交換会でも同じ意見があっ 

トイレがないのは不便。 た。自由通路は市道なので規制もあるが、提案していく。 

東口にエスカレーターがないのは不便。 トイレについては、今後の駅前広場整備に合わせて提案して 

 いく。エスカレーターは将来的に設置される。仮設で設置する 

 と多額の費用がかかるので、ご理解をお願いしたい。 



（ ２／３ ） 

議会報告に対

する質疑応答 

質  問 回  答 

・益世地区の方の区画整理事業はどうなっているのか？ 中央通り以北の整備の後になるので、時期としてはお示しする 

過去に説明会もあったので空き家も増えている。 ことはできないが、ご理解をお願いしたい。 

  

  

  

・総合医療センターの玄関部分に屋根を付けてほしい。 旧山本病院の車寄せを利用できないかの提案をしたが、 

お年寄りや病人が駐車場から雨に濡れて移動している。 利用できないとのことだった。 

 同様のご意見は市民の皆さんから多く伺っているので、 

 粘り強く医療センターに交渉していく。 

  

・駅西区画整理事業の説明会をもっと丁寧に行ってほし 駅西事務所が開催を予定していたが、新型コロナの影響で延期 

い。 となっている。 

 丁寧な情報提供を市に要求していく。 

  

  

・駅西の駐輪場が遠くて不便。有料でもいいのでもっと 公共の施設として駐輪場を設置する計画はないが、ご要望とし 

近くに整備してほしい。 て市に伝える。 

また、カーボンニュートラルの取り組みとして自転車 自転車の利用促進の計画はないが、市に対して提案していく。 

利用促進の計画はあるのか？  

  

・65歳以上の半数以上が加齢性難聴である。早期発見の 実態を調査したうえで、市に対して提案していく。 

ためにも健康診断に加えてほしい。  

また、全国で 51の市町で補聴器の購入補助金の制度が  

ある。桑名でも補助金を出してほしい。  

  

 



（ ３／３ ） 

議会報告に対

する質疑応答 

質  問 回  答 

・現在物価が高騰しているが給食への影響はどうなってい 議会としても調査して、当局と議論していく。 

るのか？ 円安やウクライナショックの影響もあるので、議会として 

 支援の要請を検討していく。 

  

  

・要支援児童の支援について、95 名の要支援児童に対し 保育士 17名計 3,400 万円を支給しているほか、低年齢児の 

1,000 万円の予算では足りないのではないか？ 保育補助やアレルギー食対応等で昨年より約 1,000万円増の 

 約 1億円を予算計上している。 

  

  

・若年性認知症の原因に対する対策はどうなっているの 医療分野のことなので詳細な回答はできかねるが、今まで 

か？ 知られていなかったものが認識されるようになってきたもの 

 で、若年性認知症が急激に増加しているわけではない。 

 また、市として社会的孤立を防ぐ取り組みも行っている。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 


